
消
防
団

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る消

防
団
と
は

　

消
防
団
は「
地
域
の
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

で
す
。
消
防
本
部
・
消
防
署
に
勤
務
す
る
消

防
職
員
が
専
門
の
職
業
で
あ
る
の
に
対
し
、

消
防
団
員
は
各
自
の
仕
事
に
就
き
な
が
ら
、

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
精
神
に
基
づ
き
、
地
域
の
安
全
・
安

心
を
守
る
た
め
、
火
災
な
ど
の
災
害
が
発
生

し
た
と
き
に
駆
け
つ
け
、
活
動
し
ま
す
。

　

山
火
事
や
行
方
不
明
者
の
捜
索
な
ど
、
多

く
の
人
手
が
必
要
な
と
き
に
大
き
な
力
に
な

り
ま
す
。
特
に
、
大
き
な
災
害
が
発
生
し
た

と
き
に
は
、な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。

　

ま
た
、
平
常
時
で
も
、
訓
練
の
ほ
か
、
火

災
予
防
活
動
、
特
別
警
戒
、
広
報
活
動
な
ど

に
従
事
し
、
地
域
に
お
け
る
消
防
力
・
防
災

力
の
向
上
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
31
分
団
、
約
8
5
0
人
の
消
防

団
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
活
動

❶
建
物
火
災
が
発
生
し
た
と
き
に
、
消
防
署

と
協
力
し
て
消
火
活
動
を
行
う

❷
台
風
・
大
雨
・
地
震
・
山
崩
れ
な
ど
の
自

然
災
害
の
と
き
に
、
危
険
箇
所
の
警
戒
や

住
民
の
避
難
誘
導
を
行
う

❸
火
災
多
発
期
の
特
別
警
戒
、
訓
練
大
会
な

ど
へ
の
参
加
、
住
宅
防
火
指
導
な
ど
を
行
う

東
日
本
大
震
災
で
も
活
躍

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
2
万
人
近
い
住
民

が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
消
防
団

は
、
み
ず
か
ら
も
被
災
者
で
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
誰
よ
り
も
早
く
、
真
っ
先
に
災

害
現
場
に
駆
け
つ
け
、
各
種
応
援
隊
が
引
き

上
げ
た
後
も
、
最
後
ま
で
活
動
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
で
の
消
防
団
の
活
動
は
、
地

域
住
民
に
勇
気
を
与
え
、改
め
て
地
域
の
絆
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
大
切
さ
、
消
防
団
が
果
た

し
て
い
る
役
割
の
大
き
さ
を
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。

昨
年
度
、
女
性
消
防
団
員
が
誕
生

　

近
年
、
少
子
化
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
増
加

に
よ
り
入
団
者
が
少
な
く
な
り
、
新
た
に
消

防
団
員
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
女
性
消
防
団
員
の
数
は
増
加
傾

向
に
あ
り
、
全
国
で
約
2
万
人
の
女
性
の
力

が
輝
い
て
い
ま
す
。
富
士
市
で
も
昨
年
度
、

女
性
消
防
団
員
が
誕
生
し
、
現
在
は
6
人
が

活
躍
し
て
い
ま
す
。

※
消
防
団
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
消
防
庁
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま

す
。

Bhttp://w
w
w
.fdm

a.go.jp/syobodan/

富士市消防団長
村松　茂美さん（厚原） 

地
域
と
の
交
流
を
大
切
に

　

消
防
団
は
、
火
災
以
外
に
も
、
行
方

不
明
者
の
捜
索
や
普
通
救
命
講
習
な
ど
、

地
域
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
と
き
に
活
動

し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に
合
わ
せ
、
津

波
や
地
震
な
ど
に
備
え
た
訓
練
も
行
い

ま
す
。
消
防
士
だ
け
で
は
手
の
回
ら
な

い
事
態
に
対
処
す
る
消
防
団
の
活
動
は
、

非
常
に
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

夜
警
の
警
鐘
が
う
る
さ
い
と
苦
情
が

あ
る
な
ど
、
理
解
が
得
ら
れ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
手
を
振
っ
て

く
れ
る
子
ど
も
た
ち
が
い
た
り
、
声
を

か
け
て
く
れ
る
方
が
い
た
り
し
て
、
本

当
に
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
団
員
の
確
保
が
課
題
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
女
性
消
防
団
員
が
誕
生

し
、
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
若
い
方
は
、
活
動
を
通
し

て
、
職
場
と
家
庭
だ
け
で
は
学
ぶ
こ
と

の
で
き
な
い
、
貴
重
な
経
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。多
く
の
方
の
入
団
を
、

心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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消
防
団
員
に
な
る
要
件
／

　

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
18
歳
以
上
で
、

身
体
の
丈
夫
な
人

富
士
市
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度

　

多
く
の
消
防
団
員
が
被
雇
用
者
の
た
め
、

消
防
団
員
を
雇
用
す
る
事
業
所
に
は
、
消
防

団
活
動
へ
の
理
解
と
協
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
勤
務
時
間
中
の
消
防
団
活
動
へ

の
理
解
や
入
団
促
進
な
ど
、
事
業
所
の
消
防

団
へ
の
協
力
が
社
会
貢
献
と
し
て
広
く
認
め

ら
れ
る
よ
う
、
富
士
市
消
防
団
協
力
事
業
所

表
示
制
度
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

▼
認
定
の
要
件

 

● 

従
業
員
が
消
防
団
員
と
し
て
相
当
数
入
団

　

し
て
い
る

 

● 

消
防
団
活
動
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い
る

　

認
定
さ
れ
た
事
業
所
や
団
体
に
、
消
防
団

協
力
事
業
所
表
示
証
を
交
付
し
ま
す
。
消
防

団
協
力
事
業
所
表
示
証
は
、
事
業
所
の
敷
地

や
建
物
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
チ
ラ
シ
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
な
ど
に
掲
示
・
掲
載
で
き
ま
す
。

「人を助ける」やりがい

　私は、ことし4月に入団しまし
た。父も消防団員であり、子ども
のころから身近な存在に消防団員
がいて、憧れていました。先輩た
ちはとても頼もしく、強くて優し
い、めり張りのある指導をしてい
ただいています。人を助ける活動
は、やりがいがあります。ぜひ、
一緒に活動しましょう！

役に立つ知識を得られます

　「私でも何か役に立てれば」と
いう思いで入団しました。活動を
通して、知識を得ることができ、
視野が広がります。消防団は、地
域に密着することが大事です。女
性だからこそできることもあると
思います。難しく考え過ぎず、ぜ
ひ多くの人に興味を持ってもらい
たいですね。

あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す
。

消
防
団
員
募
集

　

地
域
の
安
全
を
守
り
、
安
心
し
た
生
活
を

送
る
た
め
に
は
、
消
防
団
員
の
力
が
必
要
で

す
。
地
域
の
安
全
・
安
心
の
守
り
手
と
し
て
、

消
防
団
へ
の
入
団
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
人
は
、
消
防
本
部
消
防
総
務

課
（
11
ペ
ー
ジ
）
ま
た
は
最
寄
り
の
各
消
防

分
団
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〜消防団員メッセージ〜

▲消防団協力事業
　所表示証

消防団16分団

大石　裕
ゆう

子
こ

さん
（横割 2 ） 

消防団24分団

渡邉　博
ひろ

也
や

さん
（天間） 
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消
防
団
ラ
ッ
パ
隊

　

「
消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
」
は
、
昭
和
62
年
に

結
成
さ
れ
、
現
在
は
消
防
団
員
23
人
で
編
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
富
士
ま
つ
り
、
消
防
ま
つ

り
、
消
防
出
初
式
、
富
士
山
女
子
駅
伝
な
ど

に
出
演
し
、三
重
巻
ラ
ッ
パ
を
演
奏
し
ま
す
。

　

ラ
ッ
パ
隊
の
演
奏
は
、
も
と
は
「
団
員
へ

の
号
令
や
命
令
、
指
示
の
伝
達
」
を
目
的
に

行
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
通
信
機
器
の

発
達
に
よ
り
、
消
防
団
の
規
律
の
維
持
と
士

気
の
高
揚
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
消
防
ま

つ
り
で
は
、「
パ
ラ
ダ
イ
ス
マ
ー
チ
」「
国
旗

に
対
す
る
敬
礼
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
曲
を
演

奏
す
る
た
め
、
毎
週
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

消
防
音
楽
隊

　

「
富
士
市
消
防
音
楽
隊
」
は
、
本
市
唯
一

の
公
設
音
楽
隊
と
し
て
、
昭
和
45
年
、
市
民

の
防
火
思
想
の
普
及
向
上
の
た
め
、
隊
員
27

人
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
広
く
消
防

広
報
を
行
い
、
火
災
予
防
思
想
の
普
及
を
図

る
と
と
も
に
、
市
民
文
化
の
向
上
に
寄
与
す

る
た
め
、
消
防
の
式
典
や
市
の
行
事
な
ど
に

出
演
し
、
演
奏
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
音
楽

隊
は
、
消
防
本
部
の
消
防
隊
員
や
救
急
隊
員

な
ど
、
33
人
で
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

金
管
楽
器
を
主
体
と
し
た
マ
ー
チ
ン
グ
・

バ
ン
ド
で
、
行
進
曲
や
人
気
の
あ
る
曲
を
中

心
に
演
奏
し
て
い
ま
す
。

カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊

　

富
士
市
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
「F

uji R
ed 

F
airy

（
フ
ジ
・
レ
ッ
ド
・
フ
ェ
ア
リ
ー
）」は
、

昭
和
61
年
4
月
に
消
防
協
力
団
体
と
し
て
設

立
さ
れ
、
現
在
は
市
民
9
人
で
編
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
消
防
音
楽
隊
と
と
も
に
、
富
士
ま

つ
り
を
は
じ
め
、
消
防
ま
つ
り
や
消
防
出
初

式
で
華
麗
な
ド
リ
ル
演
技
を
披
露
し
、
市
民

の
防
火
・
防
災
意
識
の
向
上
の
た
め
に
消
防

の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
東
京
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た

自
治
体
消
防
45
周
年
記
念
大
会
や
、
浜
名
湖

花
博
で
の
音
楽
パ
レ
ー
ド
な
ど
全
国
的
な
行

事
に
も
出
演
し
、
平
成
14
年
に
は
静
岡
県
知

事
表
彰
「
地
域
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
善

行
功
労
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

★
新
規
隊
員
募
集
中
!

近
年
、
隊
員
の
減
少
が
続
き
、
少
人
数
で

の
活
動
が
続
い
て
い
ま
す
。

18
歳
以
上
の
女
性
な
ら
ど
な
た
で
も
入
隊

で
き
ま
す
。
練
習
は
、
原
則
毎
週
木
曜
日
の

19
〜
21
時
、
市
役
所
駐
車
場
、
ま
た
は
フ
ィ

ラ
ン
セ
で
行
っ
て
い
ま
す
。

「
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
な
人
」「
興

味
が
あ
る
人
」
は
、
ぜ
ひ
消
防
総
務
課
（
11

ペ
ー
ジ
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
初

心
者
の
人
も
大
歓
迎
で
す
。

消防団ラッパ隊の練習風景
（YouTube）
Bhttp://ur0.xyz/oFK2

カラーガード隊の練習風景
（YouTube）
Bhttp://qq4q.biz/oEaF

消防音楽隊の練習風景
（YouTube）
Bhttp://ur0.xyz/oFJI

消
防
広
報

市
民
と
消
防
の
か
け
橋

本番の演奏・演技は、
「消防まつり」でごらんください！
と　き／11月15日（日）　9：00〜13：30
ところ／市役所駐車場
Bhttp://ur0.xyz/oFKD
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守
り
た
い
も
の
が
あ
る

人
々
の
命

大
切
な
思
い
出
の
つ
ま
っ
た
財
産

そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

一
人
一
人
の
強
い
思
い
が
重
な
り

絆
と
な
っ
て

安
全
・
安
心
な
生
活
が

未
来
へ
と
つ
な
が
る
の
で
す

互
助
の
精
神
が
大
切

　

消
防
士
の
「
プ
ロ
と
し
て
の
使
命
」

は
、
有
事
の
際
、
現
場
で
冷
静
か
つ
的

確
に
行
動
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
隊
員
は
毎
日
地
道
に

訓
練
し
、
常
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
人
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
有
事
の
際
は
特
に
、

「
互
助
の
精
神
」
が
大
切
で
す
。
消
防

を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
進
化
し
て
い

ま
す
。
病
院
と
連
携
し
て
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
を
呼
ぶ
、
緊
急
消
防
援
助
隊
と
し
て

全
国
の
消
防
士
を
災
害
地
へ
派
遣
す
る

な
ど
し
て
、
こ
れ
ま
で
救
え
な
か
っ
た

命
を
救
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
世
界
に
誇
る
こ
と
が
で
き
る
、
す

ば
ら
し
い
仕
組
み
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
消
防
職
員
は
、
安
全
・
安

心
を
守
る
た
め
、
時
代
の
変
化
に
対
応

し
、
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
日
々
努

力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

守
り
た
い
も
の
が
あ
る

人
々
の
命

大
切
な
思
い
出
の
つ
ま
っ
た
財
産

そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

一
人
一
人
の
強
い
思
い
が
重
な
り

絆
と
な
っ
て

安
全
・
安
心
な
生
活
が

未
来
へ
と
つ
な
が
る
の
で
す

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部
消
防
総
務
課

1（
55
）2
8
5
1　

5（
53
）4
6
3
3

E
syoubou_soum

u@
div.city.fuji.shizuoka.jp

富士市消防長
後藤　義明
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